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第
一
章

千
歳
の
地
勢

千
歳
市
は

方
位

経

度

緯

度

東
端

一
四
一
度
五
二
分
一
二
秒

四
二
度
五
五
分
二
〇
秒

西
端

一
四
一
度
一
〇
分
一
七
秒

四
二
度
四
四
分
三
九
秒

南
端

一
四
一
度
二
一
分
三
一
秒

四
二
度
四
〇
分
五
三
秒

北
端

一
四
一
度
四
五
分
二
一
秒

四
二
度
五
七
分
一
二
秒

（
１
）

に
位
置
し
て
い
る
（
図
１－

１
）。

隣
接
市
町
村
は
、
東
に
夕
張
郡
由
仁
町
、
勇
払
郡
安
平
町
、
西
に
伊
達
市
、
南
に
苫

小
牧
市
、
白
老
郡
白
老
町
、
北

に
札
幌
市
、
恵
庭
市
、
夕
張
郡

長
沼
町
が
隣
接
し
て
い
る
。

北
海
道
の
中
南
部
、
石
狩
平

野
の
南
端
、
勇
払
原
野
の
北
端

に
位
置
し
、
そ
の
間
を
支
笏
火

山
の
噴
出
物
と
、
そ
の
上
に
厚

く
降
り
積
も
っ
た
恵
庭
、
樽
前

の
火
山
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
標
高
二
五
�
程
の
火

山
灰
台
地
が
低
い
分
水
界
を
な

し
て
い
る
。

札
幌
市
か
ら
南
へ
四
〇
�
、

苫
小
牧
市
か
ら
北
へ
二
八
�
の

地
点
に
あ
る
。
面
積
は
五
九

四
・
九
五
平
方
�
、
東
西
五
七
・
二
�
、
南
北
が
三
〇
・
四
�
で
、
東
西
に
細
長
く
あ

た
か
も
コ
ウ
モ
リ
が
羽
を
広
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
図
１－

２
）。

支
笏
湖
か
ら
東
へ
流
れ
て
き
た
千
歳
川
は
、
支
笏
火
山
な
ど
の
噴
出
物
で
形
成
さ
れ

た
台
地
の
谷
間
を
抜
け
る
と
、
長
沼
低
地
の
南
を
流
れ
、
下
流
域
で
旧
千
歳
川
は
三
つ

に
分
流
し
長
都
沼
（
オ
サ
ツ
ト
ー
）
に
注
い
で
い
た
。
長
都
沼
は
戦
後
干
拓
さ
れ
、
そ

の
姿
を
今
に
留
め
な
い
が
三
・
九
平
方
�
程
の
面
積
で
、
周
り
は
標
高
七
�
程
の
低
湿

地
が
広
が
っ
て
い
た
。
洪
水
時
に
は
沼
の
周
り
は
沼
沢
地
と
な
り
、
フ
ナ
、
ウ
グ
イ
な

ど
の
魚
類
や
ガ
ン
、
カ
モ
な
ど
の
野
鳥
の
生
息
地
だ
っ
た
。

地
域
別
に
分
け
る
と
西
部
は
標
高
の
高
い
山
岳
地
帯
で
、
支
笏
湖
な
ど
支
笏
洞
爺
国

立
公
園
で
あ
る
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど
の
広
葉

樹
林
と
山
地
に
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
が
み
ら
れ
る
。
支
笏
湖
で
は
、
高
標
高
域
の

強
風
や
積
雪
に
適
応
し
た
広
葉
樹
林
と
し
て
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
が

発
達
し
、
林
床
に
ク
マ
イ
ザ
サ
な
ど
の
サ
サ
類
が
優
占
す
る
。

人
々
が
冬
仕
度
か
ら
開
放
さ
れ
春
を
迎
え
る
の
は
四
月
末
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て

で
あ
る
。
雪
が
消
え
草
木
が
一
斉
に
芽
を
吹
き
、
花
を
競
う
。
六
月
に
は
新
緑
が
深
い

緑
に
変
わ
り
短
い
夏
が
訪
れ
る
。し
か
し
、九
月
に
は
す
で
に
黄
色
や
赤
色
を
ま
じ
え
、

十
月
に
は
慌
し
く
散
り
始
め
る
。
そ
の
終
わ
り
に
は
早
や
雪
が
ち
ら
つ
き
、
間
も
な
く

長
い
冬
が
訪
れ
る
。
山
野
に
は
ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
、
ク
ロ
テ
ン
、
シ
マ
リ
ス
な
ど
が

棲
ん
で
い
る
。
か
つ
て
エ
ゾ
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
、
ク
ロ
テ
ン
は
良
質
な
毛
皮
と
肉
を
も
た

ら
し
、
大
陸
か
ら
季
節
を
追
っ
て
飛
来
す
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
大
型
鳥
類
も
大
量
の

羽
毛
と
卵
を
提
供
し
た
。
サ
ケ
・
マ
ス
の
寒
流
性
魚
類
も
産
卵
期
に
は
大
群
を
な
し

て
、
毎
年
千
歳
川
や
支
流
の
長
都
川
、
祝
梅
川
、
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
な
ど
に
遡
上
し
て
き

た
（
高
倉
一
九
八
四
）。

支
笏
湖
を
源
と
す
る
千
歳
川
は
豊
か
な
水
量
で
、
発
電
、
サ
ケ
の
人
工
ふ
化
、
か
ん

が
い
用
水
に
活
用
さ
れ
、
千
歳
の
中
央
部
を
流
れ
下
流
で
石
狩
川
に
合
流
し
て
い
る
。
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千
歳
川
に
よ
っ

て
開
析
さ
れ
た
平

坦
な
沖
積
平
地
に

集
落
が
形
成
さ

れ
、
人
口
の
増
加

と
と
も
に
周
辺
の

洪
積
台
地
に
市
街

地
が
拡
散
し
、
空

港
、
工
業
団
地
、

自
衛
隊
基
地
、
住

宅
地
、
農
耕
地
に

利
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
東
部

は
馬
追
丘
陵
に
連

な
る
丘
陵
地
帯
で

多
く
が
農
耕
地
に

な
っ
て
い
る
。

北
海
道
は
地
質

学
的
に
は
石
狩
低

地
帯
を
境
に
西
・

南
部
北
海
道
と
中

央
部
北
海
道
、
更

に
網
走
構
造
線
を

境
に
中
央
部
北
海
道
と
東
部
北
海
道
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
生
物
学
的
に
は
石
狩
低
地

帯
を
境
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
日
本
海
と
太
平
洋
を
つ
な
ぐ
石
狩
勇
払
低
地
の
中
央

部
に
位
置
す
る
千
歳
は
、
西
・
南
部
北
海
道
と
中
央
部
北
海
道
の
接
点
を
な
し
て
い

る
。千

歳
に
お
け
る
人
類
の
最
も
古
い
痕
跡
は
柏
台
１
遺
跡
の
恵
庭
ａ
降
下
軽
石
層
（
一

万
七
〇
〇
〇
年
前
頃
）
の
下
層
よ
り
検
出
さ
れ
た
後
期
旧
石
器
時
代
の
不
定
形
剥
片
石

器
を
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
人
が
残
し
た
焚
き
火
の
跡
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
年
代
に

よ
る
と
二
万
三
〇
〇
〜
二
万
二
三
〇
〇
年
前
と
さ
れ
る
。

勇
払
川
、
美
々
川
、
美
沢
川
〜
千
歳
川
、
石
狩
川
と
結
ぶ
道
は
、
一
八
世
紀
後
半「
ユ

ウ
フ
ツ
越
」、「
シ
コ
ツ
越
」
と
呼
ば
れ
、
太
平
洋
岸
と
日
本
海
岸
を
結
ぶ
交
通
の
要
路

だ
っ
た
。
川
を
交
通
路
と
し
て
、
原
始
か
ら
古
代
に
か
け
て
も
多
く
の
人
と
文
物
が
往

還
し
た
。

シ
カ
は
初
冬
、
積
雪
が
少
な
く
林
床
植
物
の
残
る
胆
振
、
日
高
に
集
ま
っ
た
。
千
歳

は
そ
の
通
り
道
に
あ
た
っ
た
（
犬
飼
一
九
五
二
年
）。
縄
文
時
代
に
は
人
々
は
け
も
の
道

に
落
し
穴
や
柵
を
作
り
、
シ
カ
の
肉
と
毛
皮
を
獲
得
し
た
。
江
戸
時
代
の
中
頃
に
は
和

人
が
移
入
し
、
千
歳
河
畔
に
会
所
を
造
り
、
近
く
の
丘
に
弁
財
天
小
社
が
建
て
ら
れ

た
。

気
候千

歳
の
年
平
均
気
温
は
空
港
で
六
・
六
℃
で
あ
る
。
北
海
道
の
気
候
の
顕
著
な
特
徴

は
気
温
の
低
さ
で
あ
る
。
北
海
道
は
同
緯
度
の
中
で
は
最
も
寒
い
地
域
で
あ
る
。
年
平

均
気
温
の
一
〇
℃
等
温
線
は
ほ
ぼ
津
軽
海
峡
を
通
っ
て
お
り
、
北
海
道
で
年
平
均
気
温

が
八
℃
を
超
え
る
の
は
南
西
部
の
沿
岸
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
一
日
の
最
低
気
温
が
〇

℃
未
満
の
冬
日
の
平
均
日
数
は
一
六
八
日
、
最
高
気
温
が
〇
℃
を
超
え
な
い
真
冬
日
の

平
均
日
数
は
七
四
日
で
あ
る
。

空
港
に
お
け
る
年
降
水
量
の
平
均
値
は
一
一
六
六
�
で
あ
る
。
北
海
道
で
の
冬
季
の

降
水
は
低
温
の
た
め
雪
と
な
る
が
、
日
本
海
側
の
積
雪
量
は
平
地
と
し
て
は
世
界
的
に

見
て
も
多
い
。
シ
ベ
リ
ア
の
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
す
冷
た
く
乾
い
た
風
は
、
日
本
海
を

図１－２ 千歳の位置�
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吹
き
渡
る
間
に
湿
気
を
多
く
含
む
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
太
平
洋
岸
に
近
い
新
千
歳
空

港
に
お
け
る
年
降
雪
量
の
平
均
値
は
日
本
海
岸
に
比
べ
少
な
く
二
三
〇
�
で
あ
る
。

千
歳
で
恒
常
的
に
水
田
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
二
十
年
代
中
頃
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
三
十
三
年
に
は
千
歳
郡
の
水
田
は
一
〇
〇
〇
町
歩
を
越
え
て
い
る
。

大
正
に
な
っ
て
米
作
奨
励
が
な
さ
れ
、
降
雨
量
の
多
い
日
本
海
側
の
地
方
を
中
心
に
水

田
経
営
農
家
が
増
え
、
北
海
道
で
米
が
作
付
面
積
最
大
の
作
物
に
な
っ
た
（
高
倉
一
九

八
四
）。
千
歳
で
も
水
田
は
増
え
続
け
、
大
正
二
年
に
は
二
〇
〇
〇
町
歩
を
越
え
て
い

る
。石

狩
低
地
帯
の
日
本
海
側
気
候
と
太
平
洋
側
気
候
の
境
界
は
島
松
と
長
沼
を
結
ぶ
線

に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
千
歳
は
太
平
洋
側
気
候
に
似
る
が
、
日
本
海
側
気
候
の
影
響
も

受
け
る
。
千
歳
の
風
向
は
、
十
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
は
北
風
が
、
三
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
は
南
風
が
卓
越
す
る
。
南
風
が
卓
越
す
る
夏
期
に
は
苫
小
牧
か
ら
霧
が
し
ば
し

ば
侵
入
す
る
。

地
質現

在
の
北
海
道
の
地
質
構
造
は
大
き
く
西
南
部
（
石
狩
低
地
帯
〜
黒
松
内
低
地
帯
・

渡
島
半
島
）、
中
央
部
（
北
見
山
地
・
石
狩
山
地
・
日
高
山
脈
・
天
塩
山
地
・
夕
張
山

地
）、
東
部
（
主
と
し
て
白
糠
丘
陵
・
根
釧
台
地
）
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

西
南
部
山
地
は
黒
松
内
低
地
帯
に
よ
っ
て
さ
ら
に
東
部
山
地
と
南
部
の
渡
島
半
島
に

分
け
ら
れ
る
。
東
部
山
地
は
、
白
亜
紀
の
花
崗
岩
類
を
基
盤
に
し
て
新
三
紀
の
海
底
火

山
活
動
を
主
と
し
て
展
開
し
た
積
丹
半
島
地
域
と
そ
れ
を
貫
い
て
形
成
さ
れ
た
新
第
三

紀
末
か
ら
第
四
紀
初
頭
の
平
坦
な
山
頂
を
示
す
後
志
火
山
性
台
地
、
さ
ら
に
鮮
新
世
末

か
ら
第
四
紀
更
新
世
末
期
に
か
か
る
火
山
性
山
地
（
成
層
火
山
と
溶
岩
円
頂
丘
の
発
達

す
る
ニ
セ
コ
火
山
群
・
カ
ル
デ
ラ
と
大
規
模
火
砕
流
発
生
を
見
る
支
笏－

洞
爺
火
山

群
）
で
構
成
さ
れ
る
。

支
笏
湖
を
取
り
巻
く
紋
別
岳
・
モ
ラ
ッ
プ
山
・
タ
ッ
プ
コ
ッ
プ
山
な
ど
の
周
支
笏
湖

火
山
群
は
こ
の
時
期
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
地
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
第
四
紀
（
一
八
〇
万
年
前
〜
）
に
入
っ
て
か
ら
も
火
山
活
動
が
活
発

で
あ
っ
た
。
約
五
万
年
前
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
支
笏
火
山
は
、
約
四
万
二
〇
〇
〇
年

前
に
破
局
的
噴
火
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
火
砕
流
、
降
下
軽
石
に
よ
っ
て
支
笏
火
山
灰
台

地
が
形
成
さ
れ
た
。
火
砕
流
は
札
幌
か
ら
苫
小
牧
に
い
た
る
石
狩
低
地
帯
を
埋
め
尽
く

し
た
。
支
笏
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
出
来
た
広
大
な
カ
ル
デ
ラ
に
水
が
た
ま
り
支
笏
湖
と

な
っ
た
。
陥
没
し
た
カ
ル
デ
ラ
の
中
に
新
た
な
火
山
が
形
成
さ
れ
た
。
風
不
死
岳
、
恵

庭
岳
、
樽
前
山
の
順
に
活
動
を
開
始
し
た
。
最
も
古
い
風
不
死
岳
は
早
く
に
活
動
を
終

え
、
火
口
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
火
山
活
動
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
恵
庭
岳

の
軽
石
と
考
え
ら
れ
て
い
た
Ｅ
ｎ－

ｂ
降
下
軽
石
が
風
不
死
岳
の
噴
出
物
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
か
ら
二
万
年
前
頃
に
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
第
三
章
第
一
節
三
参
照
）。

恵
庭
岳
は
約
二
万
年
前
頃
に
活
動
を
開
始
し
て
、
約
一
万
九
〇
〇
〇
年
前
か
ら
一
万

六
〇
〇
〇
年
前
に
か
け
て
大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
っ
て
大
量
の
火
山
灰
や
軽
石
を
噴
出

し
た
。
大
量
の
火
山
灰
を
千
歳
に
降
り
積
も
ら
せ
た
。
遠
く
は
帯
広
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
前
に
は
山
の
西
側
に
溶
岩
が
流
れ
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
が
出
来

上
が
っ
た
。

樽
前
山
の
火
山
活
動
は
約
九
〇
〇
〇
年
前
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
噴
火
か
ら
六
〇
〇
〇

年
の
休
止
期
の
後
、
約
三
〇
〇
〇
年
前
に
短
い
時
間
間
隔
を
お
い
て
二
回
の
爆
発
的
噴

火
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
再
び
二
五
〇
〇
年
の
休
止
期
を
お
い
て
江
戸
時
代
の
寛
文

七
（
一
六
六
七
）
年
に
最
大
規
模
の
噴
火
が
起
こ
り
、
大
量
の
火
山
灰
を
降
ら
せ
る
と

と
も
に
火
砕
流
や
火
砕
サ
ー
ジ
が
山
麓
を
お
そ
っ
た
。さ
ら
に
七
二
年
後
の
元
文
四（
一

七
三
九
）
年
に
大
噴
火
を
起
こ
し
、
大
量
の
火
山
灰
を
降
ら
せ
、
火
砕
流
、
火
砕
サ
ー

ジ
が
発
生
し
た
。
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
噴
火
で
現
在
の
溶
岩
ド
ー
ム
が
形

成
さ
れ
た
。
樽
前
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
堆
積
物
が
水
流
に
よ
り
浸
食
さ
れ
て
苔
の
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洞
門
が
出
来
上
が
っ
た
。

樽
前
山
の
西
側
に
は
支
笏
火
山
の
火
砕
流
で
形
成
さ
れ
た
白
老
台
地
が
連
な
る
。
一

方
、
千
歳
市
の
東
側
に
は
中
央
部
山
地
の
夕
張
山
地
が
あ
る
。
夕
張
山
地
西
端
部
は
石

狩
平
野
、
安
平－

早
来
低
地
に
接
す
る
新
第
三
紀
系
の
滝
の
上
層
・
川
端
層
堆
積
物
に

よ
る
丘
陵
・
低
山
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
最
西
端
に
は
馬
追
丘
陵
が
あ
る
。
馬
追
丘

陵
は
南
北
五
〇
�
、
東
西
約
一
〇
�
の
標
高
一
〇
〇
�
未
満
の
丘
陵
で
あ
る
。

支
笏
湖

面
積
は
七
八
・
七
六
平
方
�
、
周
囲
約
四
〇
・
三
�
で
日
本
第
八
位
の
大
き
さ
で
あ

る
。
最
大
水
深
は
三
六
三
・
〇
�
、
貯
水
容
量
は
二
〇
・
九
立
方
�
で
日
本
最
大
の

湖
、
琵
琶
湖
の
四
分
の
三
に
達
す
る
（
北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
北
海
道
の
湖
沼

－

改
訂
版－

」）。
平
面
的
に
は
中
央
部
が
く
び
れ
た
繭
形
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
透

明
度
は
一
七
・
五
�
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
清
浄
を
保
っ
て
お
り
、
日
本
の
代
表
的
な

貧
栄
養
湖
で
あ
る
。
ま
た
最
北
の
不
凍
湖
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
水
の
清
浄
さ
は
人
為

的
な
汚
染
源
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
貯
水
量
に
対
し
て
流
入
す
る
栄
養
塩

が
少
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
栄
養
塩
が
少
な
い
た
め
生
物
の
生
産
量
は
小
さ
く
、

種
数
も
比
較
的
少
な
い
。

支
笏
湖
周
辺
の
植
物

支
笏
湖
周
辺
に
は
広
大
な
自
然
林
が
広
が
る
。
千
歳
市
に
残
さ
れ
て
い
る
ま
と
ま
っ

た
自
然
林
は
こ
の
地
域
の
み
に
し
か
な
い
。
湖
周
辺
の
低
標
高
域
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

シ
ナ
ノ
キ
群
落
に
お
お
わ
れ
る
。
湖
畔
の
サ
サ
群
落
は
多
く
の
種
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
お
お
よ
そ
標
高
五
〇
〇
�
を
境
界
と
し
て
ダ
ケ
カ
ン
バ
と
エ
ゾ
マ
ツ
が
優
占
し
林

床
に
サ
サ
類
が
多
い
上
部
針
広
混
交
林
と
ト
ド
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な

ど
が
混
生
す
る
針
広
混
交
林
と
が
分
布
し
て
い
る
。
樽
前
山
は
イ
ワ
ブ
ク
ロ
（
タ
ル
マ

イ
ソ
ウ
）
や
ツ
ツ
ジ
科
の
高
山
植
物
に
お
お
わ
れ
、
低
標
高
ま
で
こ
れ
ら
が
分
布
し
、

特
徴
の
あ
る
植
生
と
な
っ
て
い
る
。
紋
別
岳
付
近
に
は
亜
高
山
植
生
で
あ
る
ダ
ケ
カ
ン

バ
林
が
分
布
し
て
い
る
（
第
四
章
第
二
節
参
照
）。

河
川
・
湿
原

市
内
の
中
心
を
流
れ
る
千
歳
川
は
火
山
活
動
と
共
に
、
千
歳
市
の
平
地
部
の
形
成
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
平
地
部
は
か
つ
て
広
く
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
石
狩
低
地
帯

の
北
部
は
石
狩
川
と
そ
の
支
流
（
千
歳
川
を
含
む
）
の
、
南
部
は
美
々
川
、
遠
浅
川
、

安
平
川
の
氾
濫
源
で
あ
り
、
大
部
分
は
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
美
々
川
流
域
に
は
比
較
的

手
の
付
け
ら
れ
て
い
な
い
湿
原
が
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
。
蛇
行
す
る
流
れ
の
中
に
は

ヌ
マ
ハ
コ
ベ
、チ
ト
セ
バ
イ
カ
モ
な
ど
が
繁
茂
し
、周
囲
を
ハ
ン
ノ
キ
や
ヤ
チ
ダ
モ
林
、

ヨ
シ
・
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
群
落
、
ス
ゲ
類
群
落
な
ど
か
ら
な
る
湿
原
林
が
分
布
す
る
。

千
歳
周
辺
に
は
湧
水
が
多
数
見
ら
れ
る
。
水
道
水
源
と
な
っ
て
い
る
内
別
川
上
流
や

美
々
川
左
右
源
頭
部
、
イ
ケ
シ
リ
マ
マ
チ
川
湧
水
群
、
勇
払
川
源
頭
部
付
近
が
主
な
湧

水
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
腐
植
土
、
泥
炭
な
ど
の
難
透
水
層
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
透
水

性
の
高
い
火
山
灰
層
が
帯
水
層
と
な
っ
て
い
る
。
湧
水
は
年
間
を
通
し
て
水
温
が
安
定

し
て
い
る
た
め
、
他
の
河
川
と
は
異
な
る
独
特
の
生
物
が
生
息
す
る
。
水
生
昆
虫
類
の

カ
ゲ
ロ
ウ
、
ト
ビ
ケ
ラ
類
で
は
湧
水
の
み
に
生
息
す
る
種
が
多
く
見
ら
れ
る
。

生
物
相

石
狩
低
地
帯
は
北
方
系
要
素
と
南
方
系
要
素
の
接
点
で
あ
り
、
両
者
の
混
成
地
で
あ

る
。
北
海
道
の
生
物
は
大
陸
か
ら
サ
ハ
リ
ン
を
経
由
し
て
侵
入
し
て
き
た
北
方
系
種
と

本
州
経
由
の
南
方
系
種
の
複
合
で
あ
る
。
こ
の
低
地
帯
は
過
去
の
温
暖
期
に
し
ば
し
ば

海
進
が
起
こ
り
、
古
石
狩
海
峡
と
し
て
北
海
道
を
二
分
し
た
。
そ
の
た
め
生
物
の
分
布

拡
大
が
阻
ま
れ
、
こ
の
低
地
帯
付
近
は
北
方
由
来
の
生
物
と
南
方
由
来
の
生
物
の
接
点

と
し
て
生
物
地
理
の
面
か
ら
み
て
も
興
味
深
い
地
域
で
あ
る
（
第
五
章
第
一
節
参
照
）。

植
物
で
は
、
石
狩
低
地
帯
を
お
お
よ
そ
の
分
布
限
界
と
し
、
こ
の
地
よ
り
北
東
側
に

あ
ま
り
分
布
し
な
い
種
と
し
て
は
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ワ
ニ
グ
チ
ソ
ウ
、
イ
ボ

タ
ノ
キ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
が
あ
る
。
植
物
の
分
布
境

６
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界
線
に
な
っ
て
い
る
（
第
四
章
第
二
節
参
照
）。

支
笏
湖
付
近
の
高
山
帯
か
ら
低
地
部
ま
で
様
々
な
環
境
を
擁
す
る
こ
と
か
ら
千
歳
に

は
多
く
の
種
の
生
物
が
分
布
し
て
い
る
。
市
内
か
ら
哺
乳
類
三
〇
種
、
鳥
類
二
一
四

種
、
魚
類
四
四
種
類
、
両
生
類
三
種
、
爬
虫
類
五
種
、
昆
虫
類
約
三
三
〇
〇
種
、
植
物

約
一
〇
〇
〇
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
哺
乳
類
で
は
エ
ゾ
オ
コ
ジ
ョ
、
エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
が
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
（
環
境
省
二
〇
〇
七
）
で
準
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
は
石
狩

西
部
の
地
域
個
体
群
に
含
ま
れ
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
個
体
群
と
さ

れ
て
い
る
。

魚
類
で
は
絶
滅
危
惧
�
類
が
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
・
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
・
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
の
三

種
、
絶
滅
危
惧
�
Ａ
類
が
ベ
ニ
ザ
ケ
、
絶
滅
危
惧
�
Ｂ
類
が
イ
ト
ウ
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ

ナ
・
エ
ゾ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
三
種
、
準
絶
滅
危
惧
種
が
シ
ベ
リ
ア
ヤ
ツ
メ
・
イ
シ
カ

リ
ワ
カ
サ
ギ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
・
ヤ
チ
ウ
グ
イ
・
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
の
五
種
で
あ
る
。

魚
類
以
外
の
水
生
動
物
で
は
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
と
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
リ
が
絶
滅
危
惧

�
類
で
あ
る
。
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田
・
岩
手
の
両
県
北
部
に

生
息
す
る
在
来
種
で
あ
る
。

昆
虫
で
は
、
ア
サ
マ
シ
ジ
ミ
・
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ（
絶
滅
危
惧
�
類
）、
カ
ラ
カ
ネ
イ

ト
ト
ン
ボ
・
シ
ロ
オ
ビ
ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ
（
準
絶
滅
危
惧
類
）
な
ど
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

掲
載
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

植
物
で
も
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
〇
種
以
上
の
種
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

鳥
類
で
は
絶
滅
危
惧
�
Ａ
類
（
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危
険
性
が
極
め
て

高
い
種
）
が
三
種
（
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
、
シ
マ
ア
オ
ジ
）、
絶
滅
危

惧
�
Ｂ
類
（
�
Ａ
類
ほ
ど
で
は
な
い
が
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危
険
性
が
高
い

種
）
が
四
種
（
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
、
キ
ジ
バ
ト
、
ア
カ
モ
ズ
）、
絶
滅
危
惧
�

種
（
絶
滅
の
危
険
が
増
大
し
て
い
る
種
）
が
一
二
種
（
コ
ク
ガ
ン
、
ヒ
シ
ク
イ
、
ト
モ

エ
ガ
モ
、
オ
オ
ワ
シ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
マ
ナ
ヅ
ル
、
ヒ
ク
イ
ナ
、
ア
オ
ア

シ
シ
ギ
、
ツ
バ
メ
チ
ド
リ
、
ヨ
タ
カ
、
ク
マ
ゲ
ラ
）、
準
絶
滅
危
惧
種
が
八
種
（
マ
ガ

ン
、
カ
リ
ガ
ネ
、
ミ
サ
ゴ
、
ハ
チ
ク
マ
、
オ
オ
タ
カ
、
ハ
イ
タ
カ
、
ウ
ズ
ラ
、
オ
オ
ジ

シ
ギ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
コ
ク
ガ
ン
、
オ
オ
ワ
シ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
マ

ナ
ヅ
ル
、
ク
マ
ゲ
ラ
な
ど
六
種
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
中
華
人
民
共
和
国
東
北
部
で
繁
殖
し
南
部
で
越
冬
す
る
が
、
渡
り
の

途
中
に
少
数
が
日
本
を
通
過
す
る
。
種
全
体
と
し
て
個
体
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
も
と
も
と
北
海
道
に
は
稀
に
し
か
飛
来
し
な
い
こ
と
か
ら
、
千
歳
で
の
観
察
例

は
少
な
い
。
ま
た
、
マ
ナ
ズ
ル
は
本
来
北
海
道
に
生
息
す
る
種
で
は
な
く
、
迷
鳥
が
観

察
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

註
（
１
）
世
界
測
地
系
に
よ
る
。
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